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lNｉ むろあじ棒受網漁業は古来伊豆諸島北部を中心に発達した漁業で､盛期

の秋には漁船が多くの乗子を集めて､いっせいに操業するので、活況を呈

する。主たる漁獲物のむろあじは名産「くさやの干物」の主原料であるた

め‘その加工場は近隣の婦女子まで動員して集中的に加工製造されるので,

島の経済に大きな影響を及ぼし､これの豊凶には非常な関心が払われる。

このむろあじの回遊状況その他の漁況について,当場では重点的に調査し

てきたが､昭和５１年には豊漁に恵まれたのでⅢ調査も充実して､ある程

度の成果が得られた。ここに漁業者各位およびこれに関心を持たれる方と

の御参考に供する次第である。今後とも不断の調査研究を推し進めて本漁

業の発展に資したいので各位の変らぬ御協力をお願いします。

昭和５４年５月

東京都水産試験場長鈴木順

！
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Ｉ緒言

伊豆七島、ことに大島近海のむろあじ漁業は、好漁時には年産２００万貢（ズ５８０トン、

昭和２７年）に達し、島しょ漁業のうらで最も重要な漁業であるが、ここ数年来魚群の回遊が

ほとんどなく不漁に終始した。このような著しい漁況変動により、漁業者は絶えず不安定な漁

業経営を維持している。そこで、我々はむろあじ漁業の総合的調査を昭和２５年（１９５０年）

以来実施してきたが、きわめて局部的に制限された調査範囲のため充分な成果をあげ得なかっ

たが、幸い本年（１９５６年）は計画どおりの調査を実施することができたので、ここにその

結果を報告する。これが、今後漁業者の経済諸策の一助となれば誠に幸いです。

報告に先だら、本調査に貴重な資料を提供された、大島ロ新島・式根島・神箪島一三宅島一

八丈島の各漁業協同組合、ならびに東京統計事務所大島出張所吉本篤雄氏、また、本調査に協

力された委託調査船に対し、心から感謝の意を表する次第です。

Ⅱ調査方法

本年の調査は８月５１日から１１月２４日まで、大島周辺・大室出し・利島・新島近海で行

つ代二。具体的な実施方法は指導船都南丸（４７１６８トン、１６０馬力）に調査員が常時交替で

乗船して調査に当り、漁混一海況・気象.ならびに回遊について調査を行った。また同時に民

間漁船７隻に調査用紙を配布して記録を依頼し、資料を集めた。

魚体調査は同期間中、旬ごとに１回５０尾平均を水傷直後に無作為に抽出して測定した。

Ⅲ調査結果

１漁況愛動

（１）魚群の来遊状態

昭和５１年７月から１１月に大島（波浮港）・新島・式根島で漁獲されたむろあじ・さ

ばの５日ごとの移動平均漁獲量は第１図a)に示すとおりであって、漁期は大島近海では８

月中旬から始まり、９月上旬大室出し漁場が主漁場となり盛期となった。１０月上旬と下

旬にも好漁の日があったが悪天候のため出漁日数は少なく１１月中旬に終った。

一方、新島、式根島では５月に－時好漁があったが、６月中は全くなく、７月になって

第１図a)に示すとおり再び始まり、１１月初旬まで続き、その間に漁場は８月中旬を境に

５～８月中旬は新島西方‘以後は東方に移動している。

なお、第１図について更に検討されることは、新島一式根島で１８日、大島・大室出し

で１４日の大略の間隔で波動的に漁獲が繰返されていることで、このことは、同図bXc)で

も同じような観察ができる。
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（２）水温別漁獲愛動

昭和５１年８～１２月の漁場水温・出漁船数．漁獲量の度数分布はＡ表および第２図

のとおりで、最多漁獲水温は２４９５±１．５２°Ｃである。第５図は都南試しで観測した大

室出し漁場の０，．２５〃、５０況層の日別水温の愛動で、各層とも類似した愛化を示

している。これによると、９月上、中旬の各層の温度差は著しく大きいが、１０月中旬

から差は少なくなり、１０月下～１１月下旬その差は１°Ｃ前後である。また、これを第

１図a)と比較すると、きわめて類似した愛化を示しており、水温と漁獲との関係力密接

であることが強調できる。

また、表層と中層（２５加．５０ｍ）との温度差が少ないほど漁況は良く、むろあじ

の生息層は２５～１００ｍであるから５０j7z層（第５図）の水温を生息層を代表する水

温とすれば２３５～２４．５℃が適水温と考えられ、表層との差が少ないほど、魚群の浮

上が良くなったためと考えられる。

２海況と漁況の墾動

水路部、愛知県水産試験場および都南丸の調査によると、昭和５１年５月中～８月中旬

には遠洲灘に小さな冷水塊があり、１０月下～１１月中旬には、遠洲雛沖合から八丈島の

近海へ張り出して強勢になった。すなわち、５月（第４図Ａ）冷水塊の中心は石廊崎Ｓ６０

海里（表面２５℃、１００ｍ１４Ｃ、２００れ１０℃）にあったが、８月下旬（第４図Ｃ）

は石廊崎～御前崎の距岸６０海里に長円形となって存続している。（表面２５．０１００ｍ

１７０５０Ｍ9℃）、その後１０月下～１１月中旬（第４図、）に至り、強勢になって八

丈島近海に張り出している。（表面２２０１００ｍ７．０２００ｍ1℃）第４図Ａ～ｏ図を

ふると、黒潮はほとんど正常であって、潮I甲からＥＮＥに進ZA三宅島と八丈島の間をとお

り、銚子沖をＮＥに流れている。

、図（１０月５０日～１１月１６日）では冷水塊の影響が強く、冷水塊を遠回りする海

流は反時計まわりに八丈島東側から三宅島の西側を通り、反転して大島、三宅島間をＮＥ

に流出している。

このように黒潮と冷水塊の接する海域には著しい潮目が形成され、好漁場となる場合が

多く、そのため、新島、大島近海が好漁であったと考察される。また、一方、駿河湾の金

洲の瀬、田子の瀬で９月中～１０月中旬に好漁があったが、これは、図のように張り出し

た黒潮の分岐流が強く流入したためで､１０月下旬に分岐流が衰えるに従って、大島近海

に移動したものと考えられる。

－４－



このように黒潮と冷水塊の関連によって漁場が変動し、漁況が左右される。本年（１９５６

年）の豊漁は大島、新島近海に前記の潮目が長期間存在したことと、適水温が続いたためで

あって、これを定置観測の結果から考察すると、５月は１７～１９℃でやや低温で、６月中

旬から急昇して２５～２５℃を示した。このように高温を示すのは黒潮の接岸を意味してお

り、好漁場を形成する条件を備えているものと思われる。

．第４図表面水温の分布

（A）昭和５１年５月１～２７日（B）昭和５１年８月２～１６日

、
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５魚群の組成

伊豆七島海域に来遊する

魚群の組成を究明するため、

昭和５１年８～１１月の漁

期間中指導船の漁獲物およ

び市場水揚物中から旬別に

１回５０尾を無作為に抽出

測定した。

総測定尾数は５６２尾で

本年は多量の小さばが混獲

されたので小さば２４０尾

も同標に測定を行った。

なお、体長は下あごの先

端からせきつい骨末端まで

を測定板を用い0.5cmt単位

で、体重は台ばかりを用い

１/１０〆まで測定し7こ゜

（注）各組成の項で昭和２７

年の資料と比較したのは緒

言に述べたごとく、昭和２８

～５０年には大島近海でほと

とんど漁獲なく測定資料が

無いので前回の大漁年の２７

年と対象したためである。
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Ａ）体長組成

月別の体長組成は

第６図のとおりで５

月中～８月中旬の初

漁期には体長２０５～
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第６図むろあじ月別体長組成表Ｎ＝測定尾数

ｃＰｄ●-百

尾

1５
８月１５日

Ｎ５０

1０

５－
５

３１９ＺロＺ１Ｚ, ５R
L-」

－
］

ｌｄＺＬｌ－
ヲＨ１４Ｐ

１０ Ｕ

５

1６１７１８１９２０２１２２

1０

I

１５５

〕Ｈ４Ｂ

［
ｌ
］

1０1６１７１８１９２０２１２２

５

1５ ６１７１８１ｙ２０

Ｒ己１

F1

L。

1０

５
０

⑪

B１９ＺＵ
５

５B１９ＺＣ

－７－



２２．５cﾌﾟﾘＤ級の大型魚が出現しており８月下旬には、１５．５～１８．５c泥と著しく小さくな

り以後次第に大きくなっている｡盛漁期の１０月上～中旬には、１９５～２０．０c"にモー

ードがゑら札これが大島近海に来遊する主魚群といえる。第７図Ａ（５１年）および

Ｂ（２７年）は、年別の全漁期を通じたものである。これによると、５１年は２７年に

比べて大型魚の出現が目だっており前者は、１８～２１c"に山があり平ｺﾞﾖ値はＷＬ５１

Ｃｍで後者は１５７～１２８ｃｍに山があり平均値は１ズ６９C〃で顕著な差を示している。

第７図漁期間中の体長組成

Ａ昭和５１年
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体長階層

体重組成

第８図によると体長組成の場合と同様初漁期には１１０～１７０’の大型魚が出現し

８月下旬には体重６０～８０’の小型魚が出現している。盛漁期の１０月上～中旬には

１００～１２０１級の群が出現しており組成の範囲は４０～２４０’であった。
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第９図Ａ（５１年）およびＢ（２７年）は年別の全漁期を通じた組成で、５１年は

１０５１を中心に一つの山がaBLられ平均は１０５１２’で２７年に比べ体長組成と同様

大型魚が出現したため５１．５７多大きくなっている。

第８図むろあじ月別体重組成表

Ｎ…・・測定数

『
－
‐
］

50尾Ｉ １０月４日

ヨ

尾

Ｉ
Ｎ５０

2０

「
－
４

．
‐
●
Ｌ

数

1０

L－
８月１５日

Ｎ５０
１０ ｆ－１ｒ－~１

急0１
１０月８日

Ｎ６０

1０

iｆ
ヨ

Ｉ
９月１４日

Ⅱ５０

ＤＩＯ１－
Ⅱ四一一４－－－■＿

２２０２４０？6Ｕ８０１００１ｚＯ１４０１６０１８０２００

2０ う回か。’□

1０

句

6０８０１００１２０１４０１６０１８０１１

体重階層

伊

－９－



第９図漁期間中の体重組成
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① 肥満度組成

第１０図は測定日ごとの肥満度組成で、分布範囲は１第１０図は測定日ごとの肥満度組成で、分布範囲は１００～１７０にあり１５．５に山

のある測定群（９月１４日以外）と１５５に山のある測定群（９月１４日および１０月

４日の一部）がみられる。１１図Ａ（５１年）およびＢ（２７年）は年間組成で、２７

年の平均値１５．２７に対し５１年は１４．０とやや増加している。
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第１０図むろあじ月別肥満度組成
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第１１図漁期中の肥満度組成

Ａ昭和５１年
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(2)ざば

Ａ）徳長組成

測定日ごとの体長組成が篭１２図でこれをふると９月１４日に２０５～２２０c泥で出､

現した群が以後潮増して１０月上～１１月下旬にはＺ１．５～２６．０cjﾜzの群となっている。

全漁期間中の体長の平均値は２２２c〃でむろあＥに比べて４”大きい。■￣

Ｂ）izk重組成

測定日ごとの体重組成が第１４図煮体長組成と同様９月１，４日の平均値１５２６７’

を最少とし、１１月２２日の平均値１７４．４１’と漸増している。その総分布範囲

（第１５図）は１００～２７０’で１５５’を中心に－つの山が承ら汎むろあじに比べ￣

魚体がそろっている傾向がふられる。

０）肥満度組成

測定日ごとの肥満度組成力i第１６図で全組成は第１７図である。これでみると分布範
囲は１１．０～１ス９で１５５～１５．５に山がみられるが、測定日ごとの平均値および標

準偏差には大きな変化がみられない。

第１２図さば月別体長組成
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第１５図さば漁期間中の体長組成（昭和５１年）
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▲

さば月別体長分布（昭和５１犀）

さば月別体重分拓（昭和５１年）
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４魚群探知機による魚群の生態

棒受網漁業に魚群探知機を利用して魚の習性および漁場と魚群の関連を明らかにしこれ

を参考にして漁法を研究すれば、経費節約、漁獲高向上等に効果があがるものと確信する。

今漁期中、魚群探知機で』ごろあEの生態と漁獲に及ぼした影響などを究明してゑた。

（１）魚群の生息場所

大島稔f近のむろあじ漁場として有名な大室出し漁場は、波浮港のＳ１５海里地点を中心

にした南北１０海里、東西９海里のやや長円形をなし、水深８０～１６０ｍの－大岩礁地

帯である。この海域で漁場が形成される場合、最も魚群密度大で浮上率のよいのは、潮流

にかかわらず岩礁地帯の潮上にあたる部分で、周囲の深海部から浅瀬になる煩斜面上であ

ることがわかった。すなわち潮が真潮（ＮＥ→）のとぎはこの地帯の５Ｗ端に、逆潮のと

ぎはＥ端に好漁場が形成されている。これは図示のように傾斜面にそって上昇した潮によ

って潮寛が形成されたためにプランクトンの濃厚地帯ができ、これを求めて魚が群集する

ものである。したがって、最も能率的に操業するに仏潮の盛る直前に潮上の海底が傾斜

している場所を深し、そこへ行って待機していれば、潮が愛ると同時に他船に先んじて濃

密な魚群に投網ができることとなる。また、付近一帯に魚群が見えるときでも、試験操業

の結果では、漁獲率は潮上で操業した場合が最良で、潮下の魚群は一般に網、その他の障

害物に対して敏感で、沈下しやすいようである。

(2)生息水深と漁獲との関係

漁期中に記録した魚群探知機のi壽臘紙から考察すると、魚群は、その大小および水深の

大小にかかわらず、ほとんど１５～８Oひろ間に生息し、その型は上部狭<下部ほど広が

っており、密度は上部に濃く下部ほど薄くなっている。また本年の試験操業でわかったこ

とは、これらの魚群の最上端が２Oひろ以深のものは、いくらえを投与しても浮上せず、

一部は浮上しても投網するとすぐ沈下するため漁獲できず、対象になるのは１５ひろ前後

にいるものだけである。

写真(O)の魚群は最上端が２Oひろであるが、これでわかるように「こませ」を数回投入

しているのに、魚群が浮上した形跡がなく、（A)．⑧では最上端が１５ひろ前後まで浮上し

ているので、１網２００～５００貢漁獲されている。

－２Ｕ－
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５経済実態調査

むろ棒受網漁業(ｺﾞﾐﾆﾋﾞ1ｺ:漁業および二k』ごi_当&す漁業とともに伊豆七島Ｄ最大の漁業で､大島、
新島および式根島は特に依存度が大で、その豊凶は直接漁業者経済輝影響を及ぼしている。

本年漁期中、地域別の漁業者収入と船の大小による収入の相異を検討してみた。

（１）地域性

伊豆諸島の特'性として良港の有無により、漁港設備などの点から漁業経費に相当の違い

が起きている。大島．新島．式根島をおのおの比べると、大島波浮港が最も恵まれており、

大島岡田、式根島、新島がこれに次いでいるが、港の大差ざと形代からいって波浮港と他

とは比較できない。波浮港では貯油、製氷、冷蔵等は個人業者が経営しているが、他はす

べて組合自営である。第５表および第６表のうら、漁業経費のおもな費目と単値表をみる

と、燃油と氷１１城浮港が最も低く新島、式根島の７５％で全漁獲金額の４．８～１１７％ぐ

らいで他に比較して相当低くなっている。

（２）漁獲高と単価の愛動

漁況愛動の項で説明したとおり漁期は７月に始まり、１１月終漁となっているが、その

間の水場単価は第２表のように漁獲高で変動している。

７月中出漁したのは、新島と式根島の漁船だけであったために漁獲高も少なく魚価も良

かったが、８月下旬から漁場が大室出しに移迦Iするとともに大鳥と静岡県の漁船が集って

操業したため、魚価は下り盛漁期の９月中旬から１０月上旬にかげて最低であった。これ

はいうまでもなく大漁による市場価格の下落によるもので、これらの魚は静岡県および各

島しょで、くさや、むろ節の原料となっている。

（３）地域別トン数別の乗組員収入

第７表は各地域別に組合所属船の漁獲高、経費の平均をとり、乗組員１人当りの収入を
算出した表であるが、５トン未満船の乗組員配当は、式根島を除くとス０００～８，０００
円台であるが５トン以上はすべて１万円をこえ、大通船になるに従ｕ多くなることがわか
る。トン数別漁獲高で説明するが、伊東の２０トン級になると島しょの１０トン級の４倍
の木場をしているので、大型船に伴なう諸経費の増加を差引､hて１Ｍ､型船の２倍の配当が
充分考えられる。

（４）漁船のトン数別漁獲高

第４表(A)は、島しょ漁船を大別して、１．５～５トン、５～１０トン、１０～２０トン
の５段階に分け、その漁獲高を各漁業協同組合の所属船ごとに比較したものである。船

1勺

ゾ

？

⑪
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第１表（Ｂ）

新島近海の出漁船数(N）および漁獲高（Ｆ賞） (昭和５１年）
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第１表（Ｏ）
つ

式根島近海の出漁船数(N)および漁獲高(F）（貢）
DＪ

（昭和５１年）
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第２表大室出し漁場の組合別漁獲高（昭和５１年）
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各漁業協同組合別むろあじ漁獲高（昭和ろ１年）．

注：

大島・新島・式根島・神崖島漁船の漁場は各島周辺および「大室出し」。魚種はサペ混り

三宅島の漁場は島周辺および御蔵島

八丈島の漁場は島周辺

－２８－

島

別
１ ２ ろ ４ ５ ６

大
島

港
地
町
田
津

浮
木
波
差
元
岡
泉

新
島

本村

若郷

2５，４９５

ス１５８

2,465

式根島

神箪島

三
宅
島

着
豆
谷
古
田

ケ

神
伊
伊
阿
坪

八
丈
島

三根

大賀郷

中之郷

末吉

計

３２１

９

１

’
５
一

1，１２８

弘
一
－
－

５

５２６ ５０，６５５

｜
佃
一

2，４７５



甲

」

◆

刃

－２９－

７ ８ ９

●

１０ １１ １２ 計

閉
記
引
昭

６
５
１
１

９
９
７
９

２
２
２
妃

０斜４

2１

２４

2５

，

608

079

５２８

７１０

５５８

2２，９１８

５１，４６７

5５１

１
２

０
６
４
９

？
９

２
６

娘６１５（罰

6４

２

，

、

8６０

７０９

7２，１９９

4,978

｡●

７０，０７５ 8スア2２

1，２９０

1１１，２７２

1ス４

２
０
２
０
５
５

７
↑

必
記

5６１０５

詔,2５７

1４

５

，

，

４１５

６４５

4０２０６９

9５，２５０

記,０９４ 5６，２０８ 166,845 1３１，９６５ 52,960 441,068

1９１ ・４６４ 9０ ７４５

450

５，９CＤ

1０

7８０

７６８

12,000

５５２

６

１

２
４
９
０

４
８
２
５

８
７
８
６

５
困
双
２

2，

４，

８，

１，

5５９

６８７

５１５

２９６

９５０

475

540

４
４
５
５
０

７
８
５
２
０

４
７
０
１
６

９
０
９

５
２
岨
妃
４

５ , 425

906

４

別
“
刀
伍

２
０
０
６

四
ｔ
１

2１ ，

１ ９

275

４２７

２５５

１２ア

1４

１

１

，

０

667

242

110

８, 8０４

２３８

９５４

５２７ ７４

５

４

？

，

2２９

８７７

５８６

７８９

108,145 2６０，２５１ 452,510 295,505 162,654 1８，５８５ 1，ろ５１，７９２



第５表組合別操業経費（氷１本＝１５５K'）
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漁獲高 備考

氷 その他 貫数 金額
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経費比率％
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５６，９６０

１２鯛４００

賞
－
８
７
６
０

８
０
１
０

６
６
９
４
９
０

２
１
２
２

２
２

円

1９２５１５

1，０６２６９１

1．１５１，９９０

１７２，８４９

秘
４Ｚ

－
５
８
８
ろ

２
３
９
０

４
２
２
１

１１，９００

５６，８２５

７０，１５０

２ス００５

’
０
０
０
０

８
６
４
４

９
５
８
４

０
０
９

２
８
８
２

１
５
４
２

’
７
９
５
９

４
９
６
５

７
０
４
９

０
９

９

２
４
ｔ
６

２
５

－
２
０
５
２

１
１
０
２

●

９
０
５
４

２
ｔ
１
ａ

１
１
５
１

２
２
６
５

９
１

１
１

’
一
’
一
８
４

４ 野

１９８

７１

１１

－
０
０
０
０

５
０
５
５

》
０
５
８
８

９
１

８
２
４

４
６
２

１

？

５

－
０
０
０
０

０
０
６
０

０
１
８
８

９
９

０

６
５
ｊ
０

６
４
２
１

１

５１，１０２

5ス６１２

３６，１５８

２８５９

’
８
６
５
８

５
０
５
８

８
５
５
１

９
９
０
０

８
２
２
０

９
１
５
５

９
４
７
６

９
０

２
５

’
一
７
１１

９５５

1，１５１

9９５

３１９

５６４

２８１，

５４５，

１４５

１１５

４１２５６０

1２５，６９０

１８８，１００

『９８，８５０

１４８，６２０

１９ス２９０

１３５，４１０

１７Ｒ６５０

７０，０７５

８９１８５８

１１１．２８２

４５，５２２

５６，１０５

ス４８２，０３０

５，６４１，２８９

６，９９ス６７１

２，７５８，１９９

３，８２５，２６９

ワ
」
●

８

４００

６６５

1ｩ0２２

９ア９

４７５

１５２５１６

２６２，００７

・４３０，７５２

５７Ｒ８２０

１５８，４８０

０
０
０
０
０

０
０
１
０
０

５
８
５
５
５

９
９
９
９
９

８
４
８
４
５

５
５
４
２

９
４
１
４
０

６
２
０
８
４

０
５
６
２
８

Ｐ
０
９
９
，

８
０
５
４
２

２
７
４
２
５

１
１

１，９８ス４５２

５，６６０，７５１

ス０７２，３６５

５，９９８，９０２

4，０５４，７４０

４０１



第４表（Ａ）

組合別、トン数別、１日１篭平均漁獲高（昭和５１年）

第４表（B）トン数別１日１隻平均漁獲高（昭和５１年）

１

－５２－

島
別

組合別 トン数別

７月

出漁隻数
(A）

廷出漁日
(B）

１日１隻
平均
漁獲高(c）

８

(A） (B） (C）
●

大
島

波浮港

差木地

岡田

5～１０

1.5～５

５～１０

１０～２０

1.5～５

１

１
１

び

１５

７

２

７

１４７

５８４

２４４

５２５

２８７

新

島

本村

若郷

式根島

1.5～５

5～１０

1.5～５

5～１０

1.5～５

5～１０

１１

６

５
７

１５８

１０８

２０

４７

１５４

５６７

２４６

５７６

１２

９

５
７

1８２

1０９

４５

７５

２５２

４４２

５８０

６１０

平均

１０～２０

1.5～２０

１
’

６
一

５４３

５５５

１
－

１１ ア５０

４０４

トン数別
1隻当り月
平均出漁日

平i曰漁獲高

０
０

５
１
２

ト
ト
ト

１

９

１０

５

５９４貢

６７０

７８４
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第６表組合別、燃油および氷の購入価格

,

一つ６
￣

■

亨９

(A） (８） (｡

１０

(A） ⑧ (C）

１１

(A） (B） (C）

平均

漁獲高

２ ２３ 1，０２４ ４ ２８ ７５８ ２ ６ ５７９ ６５６

１
１
１

1２

１４

２

７７８

９１５

９６７

１
１
Ｉ

１１

１０

１６

６５６

９５５

９４５

１
１
１

６
５
６

５２１

５１７

５７５

４９５

８５０

８２９

１２

１２

９

１１６

１５５

９０

４１５

１１２

８８８

１１

１０

８

４１

７５

６１

５１９

１８４

６５９

９
５
８

２０

５０

９８

５４８

１．２４

４５５

４４２

1５７

５５７

￣

５
７
１

アロ

１２６

1８

５０６

ア６召

７６６

５
７
１

２７

８０

1４

１
８
８

６
６
１

８
０
１
？
●

１
１

５
７
１

２２

７８

１２

４１２

４ア０

４９０

４８１

６５７

７５９

７１ろ ７６６ ４１０ ５２５

島別 重油(の 氷（１本５６貧） 購入地

大
島

波浮港

差木地

岡田

１５円

1５

１５

２８０円

２８０

５５０

波浮港製氷工場

〃

波浮港より自動車輸送，組合にて販売

新
島

本村

若細

式根島

1９．５０

2０８５

１８．７５

５００

４０２

ろ６２

組合自営（本村製氷工場）

本村から輸送（氷）；内地より輸送（油）

三宅 伊豆 ２０ ７２０
氷一組合自営
油一内地から

による製氷

八丈 三根 ２ロ ５００ 〃

その他 都内
￣ ２２０



第５表地域別配当歩合（代）

５，`Htl.、

」

船

第７表トン数・組合別乗組員配当表（昭和５１年）

ｿ

(注）その他は食費を含tfo食費は１人１日６０円。

－５４－

５トン 以下

船代 網代 乗組員代 役代 その他の代

大

島

波浮港

差木地

岡田

４
４
６

５
５
２

１
１
１

船頭0.5
機関長０．５

〃

〃

全員に0.2代
2～５人ろこぎ代０．５

〃

え差，目鏡代０．５

新
島

本村

若郷

式根島

４

トン当り１．５代

２

４

１
－
１

１
－
２

船洗１小道具１

船洗１小道具２

三宅島 伊 巳 船十網代 ５ １ 船頭０．５
機関長０．５

八
丈
島

大賀郷

中之郷

末吉

2.5

船十網代

２

２
５
１

１
１
１

〃
〃
〃

船顕，機
る１代

〃

〃

関長以下で分け

島

別

トン数別 乗組員数

漁期間

（出漁日数）

漁獲
丘一

偶】

水傷
、２

局 金額

犬

島

波浮港

差木地

岡田

１
５
旧
如
５

０ト
ト
ト
ト
ト
１
１

2５

１５

１６

２８

１２

日２
２
２
０
５

１
１
１
５

呼
鵬
妬
隅
隅

ヘ
タ
ヘ
訓
へ
弧
へ
旧
一
四

；
く
く
く
く

７
０
５
５
５

１
２
２
１
１

月８
８
８
９
８

賞
棚
加
川
側

巧
旧
乃
＄

便
】

９０

９

０１

円
刀
品
刈
刀
印

４
９
５
６
ろ

弧
蝿
川
畑
訓

１
１
１

新

島

本 村

式根島

１日～５

5～１０

15～５

5～１０

10～２０

1６

２５

１１

１４

２５

１
１
０
１
０

２
２
２
２
２

全

ｆ
ｎ
／
ｉ
ｎ
／
Ⅲ
ハ
ノ
北
ハ
／
北
、
ゾ

ー
１
Ｊ
１
Ｊ

１
１
１
１
１

一
例
一
切
へ
似
一
昭
一
“

く
く
く
く
く

０
９
２
５
１

１
２
２
２

７
７
７
７
７

戸

2１，７５６

４５，５０２

2ＺＷ

５６，６７０

4８．２５８

２
２
０
２
７

５
６
５
６
５

０
７
４
０
９

錫
Ⅲ
収
８
兜

５
０
４
的
６

ｔ
ａ
ｔ
２
２



､」

６

1，

－５５－

５トン 以上

船代 網代 乗組員代 役代 そ の 他の代

５
５

●
●

６
６

５

５

１
１

船頭０．５

機関長０．５

ﾉノ

全員０２代２～５人ろこぎ代０．５

〃〃

７

トン当り1.5代

３
－
４

１
一
１

２
－
２

船洗0 小道具、後代、といこ１

船洗１小道具１

諸経贄 配当

市場手数料
氷

本数 金 額

油類

使用量 金額

●■

その他 純益
組合員
１か月

1代収入

船主
１か月

収入

円

箔,２１７

鍬８貌

矼９５５

ワリ劃５

2１，６５５

267

１８１

２６８

１７４

１１９

円

6５，５２０

５０，５５０

頭４５０

“,０９５

４１，６００

5，

２，

５，

２，

１，

4９１

100

6８１

７８２

３６０

円
⑪
部
加
扣
、

ろ
４
２
７
４

鬼
訓
電
乢
虹

円

5１，１２０

2８

５５

５０

，

，

0

220

０１０

２４０

1２８４０

円
０
０
９
７
５

四
ｍ
方
別
朋

弘
仏
凪
仏
訊

１
８
２
２
４

９
、

１
１
１

円
５
８
１
２
１

６
１
５
２
６

２
５
１
９
５

ａ
ａ
ａ
ａ
Ｚ

１
１
１

円

9ス６２５

5８

５

，

？

９１６

５２２

1７２７６０

７５６１０

似

120

，

、

7６１

０７１

ﾜ:Ｗ７

80,525

108,,00

249

5４８．

2５７

２１２

425

ロ
乃
妬
出
刀

５
５
５
０
１

０
？
？
９
９

刈
糾
卯
鰹
印

１
１
１

叩
佃
佃
脇
Ⅷ

０
９
９
７
０

２
５
２
４
６

５２５２０

100,800

4５，２５０

頑７５２

12Ｚ釦0

５
５
０
５
８

脚
〃
団
旧
氾

四
Ｍ
岻
刀
桃

１
１

１ ,

２

１

１

，

，

，

５７０，２８９

５１２，０１８

2０２５５７

６６５

2，１９０

，

９

856

259

弘
乃
調
班
印

２
５
６
５
６

２
ａ
１
２
１

１
１
１
１
１

85,792

16210ろ

1弧５５６

２００．４００

2２１，３５０
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掛
一
、
晨
聾
卓
濡
蝉
侶
睡
艦
歴
）
矩
蝦
曽
扇
趨
軽
る
瑞
鵯
蕊
窒
延
扇
匝
裡
△
蝋
苔
①
負
凶
艇
噛
￥
囮
旺
く
鍵
隈
旺

慨
②
艦

型
稗
煎
怠
Ｑ
司
張
１
割
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但
〉
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鯛
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託
｝
物

５６

駅
糎

一
ｊ
Ｉ
ｍ
－
三

ｗ
一

一一

Ｎ
Ｊ
Ｉ
一
Ｎ

へ《

『
一一

ｍ
ｊ
く
つ
一

一一

ト
因

二

園
ｊ
く
四
一
（
』

、
ｌ
く
い
一

Ｎ
ｊ
！

『
園

二「
』

山
国

｛」

⑨
二

ロ
、

菫

Ｎ
Ｊ
Ｉ
ロ
一

一一

、
副

一一

一
Ｊ
く
す
一
へ
」

冨
宣

－
１
く
向
二

『
「」

国
ｊ
ｌ
ｍ

一一

四
一一

囚
Ｊ
Ｉ
Ｃ
『
へ

○
一

「｝

蝋
一
回
畷
蝋
和
窒
鍵
〆
痙
噸
画
一

ロ
◎
燕
、
廷
竃
牢
宕

『
埋
噸
ト
昌
熱
鞠
蝦
筈
痙
噸
匝
劉
三

里
囚
蕊
、
潅
五
針
一

縮

□
疫
口
畠

の
◎
ひ
幻
の
び
一

、
ロ
畷
四
創
団

萬
弓
囚
昌
一

毛
Ｓ
ｍ
承
一

口
ｄ
ｍ
ｍ
囚
『
一

□
の
閉
。
扇

四
国
い
□
の
『

円
『
電
←

ト
バ
、
、
。
←

ゴ
ロ
①
囚
已

、
印
す
、
ロ

ひ、寸訂院一つ一□←

望三
ｅ了

嶋
、－ﾉ

□
〔
西
、

ｐ
ｍ
ｍ
ｍ

四
号
風

画
②
◎

ｍ
岸

②

ト

召

二
局

国

Ｎ
閉
ト

忌
里

『
ｍ
四
一

□
岸

の
い
い
ロ
、

;AP｣ＩＣ
ノイ

P１．

肉々

Ｃｌ
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￣

Ｃｌ

閉
●
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Ｎツ

､Ｏ
ＬＤ L、
CＯ１，Ｏ
－ Ｅｕ

守一一卜、

Ｃ
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、
、
つ

凸,Ｃ
Ｏ｣Ｑ

鵯ね

国
寸
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、
の
ロ
唾
←

『
び
、

一
．
頁

三
田
一

、
〔
函

◎。←
。

マ
ド
ー
ー

ロ
望
民
因

剖
濁
ｊ
〉

、
Ｃ
｝
す

ロ
ロ
ロ
Ｎ
『

『
②
国
｛
ぬ
園

の
話
Ｑ
高

囚
←
困
一

句
一
・
四
四
國
苛

、
②
ひ
嘩
囚

一・℃、

、
要
＆
辰

９
侭
幻
ね

ｍ
・
喜
一
伝

ｍ
Ｃ
Ｋ
ｍ
莚
騏
凶

画
囚
圷
α
一
（
の
ト

マ
・
訟
口
扇

、
②
、
一
危
ぐ
『

の
田
口
＄

詔
呂
薗

一亭①のい、一

ゴ
ー
ぷ
す
ト

一
一
話
一

ｍ
吠
一
『
国

一
び
、
『

ｍ
ｐ
ｍ
三
田
、

稀
一
牝
令

ｑ
一
口
、
の
、

『
誌
石
ト

α
ロ
ゴ
ｍ
ｍ
ｍ
－

一
．
超
す
活

里
寄
・
田
一

『
葛
唖
弓

囚
誌
◎
巴

ｍ
ａ
ｍ
－
辱
言
団
の

託
｝
物

ロ
ロ
ョ
、

＄
，
扇
ぐ
震

ト
ロ
ロ
②
⑩

□
②②

一・
『

、
溪
濁
高

陽
岳
、
円

回
す
＆
話

一
宙
ｎ
編

国
師
田

口
萬
已

ト
ド
一
唾
Ｃ
ｌ

『
Ｋ
ｃ
ｍ
ｄ

国
ぴ
ｍ
ｍ
ｍ
ト
ー

蝋鏑
蒼鞠

、。 ＣＯ
に、Ｉ
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体の大去さからふると１０トンi〆上は差木地、式根島に各１隻あるのみで他は１０トン未

満で、岡田は５トン未満だけとなっている。これは島しょ漁港の設備状況によるためで、

岡田港、新島港などは夕刻入港して来て陸に引揚げ、朝再び下して出漁する関係で船型も

大型化できないのが原因である。これらの船を大型化するためにも漁港の整備は急務であ

ろう。また、出港船数からみると新島、式根島、岡田、差木地、波浮港の順となっている。

すなわち、新島と式根島では所属船の大部分が棒受網に従事しているが、大島では半数ぐ

らいしか従事していない。

次に第４表の漁獲高であるが、１日１隻当りの平均は、５トン未満で３９４賞で、５～

１０トン船の６７０賞に比べて格段の相違がある。５～１０トンと１０～２０トンでは変

化は少ないが、これは１０トン以上の隻数が少なく、しかもわづかに１０トンをこえる程

度だからである。第８表の伊東の２０トン級では１日平均１，２８１賃で島しょ船の約２倍

の漁獲を上げ、出漁日数も１．５～２倍にふえ、２０トン級になれば、現在の約４倍の漁獲

に向上することがわかる。今後の対策としては・各組合とも漁港を整備するととホに漁船

の大型化をはかるべきであって、このことは、出漁日数の増加、他漁業との多角化（周年

操業）、機動力の増加などによる漁獲高の増加その他の効果を*たらすことは明らかであ

る｡

都南丸試験結果

海況の項で記述したように、今春の冷水塊北退はむろあじ、さばの回遊に好影響を及ぼし、

大島、新島近海で５月ごろから魚群がみられたので、夏期底魚一本釣漁業指導の終了と同時

にむろあじ棒受網漁業に切り換えて調査を行った。本年は特に、魚群探知機と方向探知機の

有効利用法、アミラン漁網使用の適否および代用飼料試験に重点をおいて試験を行った。

(1)期間昭和５１生８月２４日～１１月２６日

(2)区域大島および新島周辺の海域

(3)操業日数４２日

(4)使用漁具アミランおよび綿糸漁網各１統、方向探知機（光電製作所）および魚群探

知機（双葉理工株式会社１．２００Ｍ測深用）

(5)乗組員数２７名

(6)漁獲高２８，９１８賃（１０８，１７２K牙,むろあ必小室Ｌｊｆｉ屋り）Ｍ－汁一一＝＝￣￣

(7)試験経過および結果

８月２４日から９月初旬まで、大島東岸から岡田沖合の調査を行い、この海域の魚群が

『

ワ

６

噂
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,尊くなると同時に大室出し周辺を探索しつつ島しょ漁船の誘導に当り、１１月中旬に利島

付近で終漁となるまで試験調査した。

幻魚群探知機および方向探知機利用による漁法の改良

従来の魚群探索法は「山立て法」によるか、船頭の感によって行われていたが、これ

では魚群の大小、え付の良否がわからず、探索時間の浪費、むだなえさの投入等の欠点

があった。これを科学的に解決するため、魚群探知機の利用による魚群の早期発見と濃

群の探索に努めた結果、４「魚群の生態」の項で説明したとおりの好結果を得るととも

に、えさの量哨２～５割の節減が実証された。

また方向探知機は視界不良の場合の位置測定、好漁漁船の方位測定に用いⅨこれによ

り海図から選定する漁場発見に大いに利用することができ渇北９

ヨァミラソ漁網の試験結果

現在、本漁業に従事する当業船は全船綿糸漁網を使用している。この網の合成繊綱上

の適否を試験するため、当場では昭和２７年にアミラン漁網を試作したが、その後不漁

続きで完全な試験結果が得られずにいたため、業者中には関心をもらながら切り替えで

きずにいるものもあった。本年は当初からアミラン漁網の欠点、長所を細部にわたり検

討し、また漁期間中に哨気づいた点はその都度改良した結果、充分綿糸網と替え得るこ

とが実証された。

a）改良点

『）網地力軽ｗ(｡bdi朝に吹かれて網成りをこわすのが最大の欠点なので、これを防ぐた

め最初中間部にアミランより網８匁‘長さ２０間（１個５匁の鉛を１本に６００匁

通した網）の筋なわ４本を取付けたが、いまだ満足な網成りにならないので更にア

ミランより網８匁長さ２５間（１個５匁の鉛を１本に７００匁通した網）の筋なわ

８本（計１２本、鉛８貢）を取付け網の重量を増した結果、沈降速度および網成り

は綿糸網とほとんど同一になった。しかし、海中に入れた場合、筋なわを取付けた部

部分に筋力現われるので、これをなくすため来年は「旭鱗」を入れて試験する予定

である。

け）綿糸漁網の場合：網地重量の軽減、材料善縮約かため､わき網、前網は荒目

（１２節）を使用しているので、アミラン網をこれに|煩じて仕立てたところ、網地

が透明なため魚群が網地に刺突する力が強く､魚がて/(Pづく綱絢Ⅸ団孑状とたり､これが

－４０－

７



光って、その後魚群の集りに影響し、また、坂はずすのに手間を要したので、わき網、
前網を全部２１０デニール／９本、１４節に坂かえた結果、この心配は解決された。

これにより揚網時人印増加の必要は認められなかった。

なお、一般に目合は綿糸網より１～２節細かくしたほうが良いと思う。

利点

、網地が腐敗しないので使用年限が長くなり、経済的であることは各地の各漁業試

験で実証された所であるが、俸受梢でも、その例にもれず、当場で２７年に作製し、

その後使用回数は少なかったが、本年の試験操業に際してもなんの変化も認められな

かったので、充分長年限使用でき得ると思われる。しかし、大漁が続いた場合は魚の

坂入れに際し、船くりとの摩擦により網地がすれるので、魚坂部のみは２年に１回ぐ

らいで入替えたほうが無難と思う。

Ｈ）漁期間中の乾燥および染替の必要がなく網染の時間、労P力の節減ができる。

綿糸漁網の使用年限の長短は手入れの良、不良によって決るが、むろ棒受網漁業の

場合はこませを使用する関I系上＞他漁業と比較し特に充分な手入を必要とする。すな

わら、好漁の場合ほど多量のこませを使用するため、網に付着して網地の腐る＄とに

なりまた、カツチの落ちるホとにもなるので染替および白煮は４～５日ごとにしなげ

川ｘならない。連統操業するためには予備網の必要が生じ、各船とム替網を持ってい

るが、この築藩、白煮の時間労力はけっして少ないホのでない。

都南丸がアミラン漁網を使用した結果、漁期中（約２か月）一度の葉昏あせず白煮

はただ一度行ったのみであった。（アミラソ網は乾燥するにつれて付着したこませは

ひとりでI賓客心日乾の必要なく陰干しで充分である。）すなわち出漁日数４２日の内、

綿糸網を用いたのは１日で、他の４１日はアミラン網’統のみで調査に支障を生じな

かった。このことは換言すれば、綿糸網の場合は、本網と予備網の２統を必要とする
が、アミラン網の場合は’統ですみ、その上染替白煮に要する時間労力の節減ができ

るということである。

（功魚群の集りが良い

網地が透明なので、網成りさえ良ければ綿糸より当然乗りは良ｂｂ

Ｐｑ網地の染色について

現在市販になっている染料は紺、茶の２色であるが、操業は昼間、海底に影響の
ない表層で行われるので、茶色より紺色のほうが透明度も良く魚の集りも良好であ

「可

、

ｂ）

げ
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ろ。なお、染料は日本化薬株式会社の「カヤロンプノレーノiZ:２１０」を使用し好結果

を収めた。

㈱人員の節約ができる

’５トン級以上の中型船はほとんどまき揚機を使用して、手石（鉛錘）を揚げて

いるが、小型船は全部手締による引揚げるので船の小さい割り多数の人員を使用し

ている。

これは綿網の場合、網地の重量と水の抵抗によって非常に重さを増すためで、網

地力懸け刈至鉛だけの重量で容易に陽り人員も減らすことができる。アミラン漁網

を使用すればこの点も解決できる。

ｃ）代用飼料試験

本漁業はえさを多量に使用しないと漁獲効果が少ないえさと漁獲との比をふると、

漁獲量の残～兇となっており、往年いわしの安値のとぎはむろといわしの値のひらき

が漁獲水傷金額になったこともあるが、現在のいわしはあまり高価なため使えず、友

えを用いている。この多量の飼料費を節約するため安価な飼料に切換えることは大き

な問題なので、さなぎを使用してふた。使用に際しさなぎを細粉しすぎたため、水面

に浮上したまま沈下せず、時間がたつにしたがって一猪にまいたこませと離れてしま

い､かえって悪鱗響を及ぼしたので､次回からこませと混ぜて使用したため個麦の結

果は得られなかった。しかし、大島岡田港の米丸に依頼した結果‘魚群の遊泳層が浅

い場合はえ付がaB‘られるとの報告があった。来年はさなぎをあまり細粉にせずこませ

と同じぐらいにして比較試験を実験し、効果判定をしたいと考えている。

後記

昭和５１年は５年ぶりIこむろあじの大回遊がみられたので、棒受網漁業が活発に操業され、

当場でム各面から調査を行なったその結果をここに坂まとめ報告し、この機会を利用してあま

り知られていない伊豆諸島のむろ棒受網漁業の古い話を紹介してあとがきに代えたい。

昭和９年から１３年にいたる数年間はむろあいさばの最盛期であったが当時の島しょ漁船

は隻数こそ現在と余り変りないがざん屯まき網漁業を主体としていたため、いづれも５トン以

下の小型船であって、この漁業には適していなかった。また、三崎の漁船咄１０～１５トンぐ

らいの小型角ろ船であって当時優秀船といえば伊東漁業組合に所属する西洋型２０トン級のも

のだけだった。

三崎の船主や船頭たちは「棒受網漁業の技術では伊東船に決して負けない自信があるが、わ

宮へ６０
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れわれは｡釣漁業を兼業しているためこの型の船にしている。だが伊東漁船型で棒受網の操業

をしてふたぃものだ」といっていたことを今でも記憶している。

当時の漁場も現在と余り変りなく御蔵島・羽伏浦・高瀬・ひょうたん根・大室出し等の魚礁

で行わｵL、大室出しに漁がある場合はすべての漁船が波浮港を根拠として操業しその他の場

合で､伊東船は地元を根拠としていたが、千葉県はもとより三崎船は常に波浮港を拠点とした

ので、波浮港魚市場の水揚高は多く、船宿や商店も繁昌し酒場が６０軒近く*あって、夜間の

通りは海夫であふれていて、波浮港の最盛期であったかも知れない。

盛漁期には小型漁船の関係もあって午前、午後の２回獲りが行われ、水場された漁獲物の大

部分は運搬船で東京･焼津･鵬方面に輸送されたが、島しょで槻在のようにlrrくさ己および
節類に加工されて大漁の恩恵は住民のあらゆる方面にまで及んでいた。しかし、波浮港・岡田

新島・神寵島の漁民はさんまが来遊すると棒受網漁業を打切りまき網漁業に転じた。

当時の大島周辺はさんままぎ綱の好漁場であって、屑9年、神巌島や新島から入漁したので

１１月から１２月までは大島海区の漁民も集いなお一層活気が出て農民も職人も競って乗子

となりざんま漁に専念して半年間の生活費を得たのであった。当時の沿岸漁業指導船七島九

トノ

内
－

Ｊ

（４４トン）は、初漁期が近づくとさんま魚群調査のため、土地の古老を乗せて房州近くまで

出動し漁況速報に従事した。

このように島しょ漁業は活発であり、東京府も現在と違い予算咄豊富であったので、積砺的

に水産業発展のため乗り出した。大島現業場として発足した当場も初めは１名の雇員が居たに

過ぎなかったが昭和１０年に沿岸漁業指導船七島九を建造し、あわせて陸上無線電信局を設置

したので農林技手１名と無線技手１名を常置した。１１年に高浪が襲来し庁舎が破壊されたの

を機会に大拡張し、加工工場・講堂・標本室・漁夫室等を整備して製造係技手外１名を増員し、

続いて漁村の中堅人物養成の目的で練習生制度を設けて漁帝７名、製造５名計１０名の生徒を

募集し、専用の練習船として漁練ﾌﾞﾋし（１５トン）を建造した。

このように整備してくると機構拡充咄必要となり，昭和１２年に分塲に昇格、従来本場の内

部にあった漁労部も大島に移った。さらに遠洋漁業指導船武蔵丸（１０４トン）も配属されて

職員も_露４０名に増員された。

以上が当時の大島分場の状態であるが、他方民間船に対して,Ｍ型船のままでは発馬の見

込孜もないので、伊東漁船の地位まで引上げるため２０トン級漁船の建造を奨励することとな

り、府は補助金を支出した。その結果昭和１２年には大島に２隻、新島・三宅島・八丈島に各

１隻の優秀船を建造して各島あげて祝ったのであるが、島民の漁業技術や意欲の点で多分に

ＬＰ
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「猫に小判」的であって漁獲も上らなかった。加えて１４年から棒受網漁業も次第に不振とな

り、せっかく建造した優秀船小難破しあるいは売却され、また国の内外事1青も騒然とたりつい

胸ま第二次大輔に突入して島しょ漁業の発展は阻止された。

このように棒受網漁業は活発に操業されていたが、漁業者の実際の経済状況は余り良好なも

のではなかったようで、その原因はえさ代がかかり過ぎた結果でもあった。たとえば伊東の大

型船になると、毎日の使用するいわしが１５０ダル（４斗入）にも達し各船とも投与量を競

ったため、ついにはむろあじと巴わし④肉量を交換するに過ぎぬ有様であった。幸い当時u主｣ﾑニ
ー－－－－－－＝

わしの大漁が続き現在のように高価ではなかったが集荷には苦労させられた。当場で１Ｍ'ﾐんと

かして漁民の経済的向上をはかる必嘆があると考え、えさの代用試験を実施した。いわしに代

るべきホのとなると廉価で常に大量供給される魚類はなく、結局は入手しやすく、そして保蔵

のきく品物として、ふすま・生大豆かす・味の素の廃棄物･｣2匹二の乾燥粉・そうめん等を混合

し水で練って投与してzAた力;、粘度不足のため、海水の表層のaBLに漂よい重い物質のazA沈下す

る。また網上に沈下する速度がにしg;い等から煮熟した')、あらかじめ氷づけしたりした。また

粘度をつけるた66殿粉、海そう糊を使用するなど苦心を重ねた結果成績もあがり、漁獲物を加

工する際、魚の腹中から多量にこの代用品が現われるまでになった。

しかし、いかに立派な代用品ホエi2Lにまさるものではなく漁場でいわしを一人でも使用す

ると魚群はそこに集中してしまうしま応１部５県の|古'漁業者に代用品の使用を強く要請するこ

と＄不可能であり、結局はある程度まで代用品としての成功はふたホのの、世の中に用いられ

ずに終った。

漁況は昭和１５年から悪くなり、１６年から２０年までは大戦により中断されしたがって

各島とも漁船は老朽したので戦災復旧と戦時中食糧:こ不足したことから幾分でも都民の自給率

を高めるべく島しょ振興５か年計画を打出し都は２１年から助成金を出して漁船だけでなく製

氷工場、漁船機関修理工場、港湾施設、その他の水産施設の復旧と拡充をはかり、さらに２２

年には低利資金の貸付を行ったので各島とも大型化した７トン級の漁船が数１０隻建造ざれ面

目を一新した。

これら新鋭船が２５年から海況の好転と資源の蓄積とによって活動し、２７年には島しょ最

高の１７０万貢（５，５７５トン）の水傷をしたが翌年から紀州沖に発生した冷水塊の影響で島

しょ全域が高水温となり５０年まで続いたため各島業者は全く行詰まりの状態となった。この

不況打開のため種を対策を講じたが中でも捧受網漁業に－番依存度の高い新島では５０年１月

に漁船１隻（７トン）を遠く九州の串木野、種子島方面に出漁させて現地で「くさや」の干物
－４４－
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を製造（約２，０００箱）して東京へ出荷などして不漁打開につとめた。

したがって本業の好漁年は伊豆七島の漁獲高も大きく飛躍しており漁獲物も鮮魚のまま移出
して島外貨をもたらすほか各島とも製造加工を行い、新島の「くさや」、波浮港のむろぶし、
さば、小ぷしは盛大で多人数に利益を与え村経済にも大きく反映した。

漁業は，０年を，期として豊凶が繰返されることが常識であるが、多くの人手と多額の資本
を要するため不漁時における漁民の団結と積極'性がなげればなん年たっても漁村の発展は期し
芯+…＿莉缶にお－．后子不漁におそれず、船主船員の共同扶助の精神こそ緊要である。
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大漁におごらず不漁におそれず、がたぃ。

昭和３４年５月

末田 蔵東京都水産試験場大島分場長 森
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